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　消化器外科の専門医として全ての領域の治療を行います。
虫垂炎や胆石など、内科治療と外科治療の選択の幅のある

のご紹介
４月から宇治武田病院に新しく着任された先生方をご紹介します

2020年度

◎消化器内科との連携も

　患者さんは一人ずつ異なります。手術の悩みや、手
術後の心配などが感じとれ、同じ治療でも人によって
心配の内容は異なります。患者さんに合わせて話を
聞き、理解ができやすいように説明できるよう心がけ
ています。

◎患者さんの悩みや心配には

　消化器がんは「早期発見で治癒できる可能性」を
分かりやすく説明するようにしています。腹腔鏡手術
も積極的に行い侵襲の少ない手術を目指しています。

◎消化器がんは早期発見で治癒

　胃がんや大腸がんの患者さんと接することが多いですが、健診や人間ドックを受けて見
つかった早期発見の方は、完治された症例も数多く経験しています。これらに対する手術
は最近では、腹腔鏡手術がスタンダードになっています。腹腔鏡手術はこの他にもヘルニ
ア、盲腸や腸閉塞などで有用です。可能な限り患者さんに負担の少ない治療を勧めていき
たいと思います。

　患者さんに分かりやすく、特に専門用語などは使わな
いように説明することを心がけています。治療の選択が他
の病院に比べ制限されることのないよう努めています。場
合によっては、当院で治療を全て済ませるのではなく、近
隣のクリニックや大学病院と連携・委託できるように配慮
しています。専門的な情報をわかりやすく提供し、患者さ
んやご家族への「安心・安全」の治療を心がけます。

◎がん患者さんへの対応

　基本的には、ガイドラインに則った治療を心がけています。しかしながら患者さんには各々の環境が違い、個人個人に合った治
療が大切です。患者さんへの対応をどうすれば確かな治療になるのか、日頃からスタッフと一緒に考えるようにしています。病状を
告知した際に患者さんが落ち込んでしまわれることもあり、少しでも前向きになれるように丁寧に説明します。確実な治療を行い
退院される時に、明るく帰っていただけることが私たちの喜びです。

◎患者さんに合ったがん治療を

◎日頃の心がけ
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疾患では、患者さんの病態を見逃さないよう心がけ、消化器内科の医師とも常にカンファ
レンスで話し合い、より良い治療ができるよう努めています。

新 任 医 師



平素は患者様のご紹介で大変おせわになりありがとうございます。
この度のコロナ禍の関係で地域医療連携室としても、普段の訪問活動を自粛させていただき、医院の先生方の
お声を聞かせて頂く機会を設けられず大変申し訳なく思っております。
さて当院では、４月より外科、形成外科に新任の先生をお迎えし診療を開始しております。今回のかけはしの内容
にあります様に各先生方の専門性が活かせる様、地域医療連携室も全力でサポートさせて頂く所存です。

今後とも宜しくお願い申し上げます。

▼地域医療連携室(直通)　TEL 0774-25-2062/FAX 0774-25-2660　　E-mail　renkei-u@takedahp.or.jp
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　形成外科がどういった科であるか、いまひとつ思い浮かばない患者さんも多い
のではないでしょうか。大まかには、皮膚の外科治療を行う科と考えていただけれ
ば良いと思います。皮膚のできものの手術の他、キズ・キズアトの治療や、顔面骨
骨折の治療なども扱います。

◎形成外科の役割

　私はこれまで、総合病院で一般形成外科を、がん専門病院で再建外科を、大学病院では眼形成外科の研修をしてきました。宇
治武田病院では、眼瞼下垂症などに対する瞼（まぶた）の外科治療や、眼のまわりの骨の骨折（眼窩骨折）の治療の他、涙の通り道
である涙道の治療などにも力を入れていきたいと考えています。

◎眼のまわりの外科治療も実施

　患者さんご本人やご家族にしっかりと説明をし、十分に納得をしていただいた上で治療を受けていただくように心がけています。
患者さんそれぞれに合った、適切な治療を受けていただけるよう努めてまいります。

◎日常診療で大切にしていること

大藪先生　患者さんは悩みや病気と闘っています。患者さんにとって一
番良いことを叶えてあげることを優先させています。
井倉先生　実際の現場で行われている治療のやり方と、教科書で学ん
できたこととのギャップに苦戦する日々 ですが、お役に立つよう心がけます。

◎患者さんとのコミュニケーションについて

大藪先生　「ありがとう」と喜ばれることが励みになります。「しっかり
噛めると毎日が楽しくなる」と聞くとこちらも嬉しくなります。
井倉先生　食べることに深くかかわる治療なので、患者さんの生活
に最も近しい存在が歯科医だと思っています。

◎「ありがとう」が励みになる

大藪先生　何かで読んだ「生きることは食べること」という言葉が印象にあります。食べる楽しみを最期の瞬間まで全うしたい。それ
が日頃の患者さんの楽しみであり、喜びでもあるはずなので、歯科医師にとっても同じ視点で接するつもりです。
井倉先生　「一日一日を大切にしたい」を心がけています。治療の勉強も一日を怠ると、その日一日を失うことになると思っています。
後で、「あの時に勉強しておけば良かった」では意味がないと思っています。

◎座右の銘

※大藪先生は昨年着任
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